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検
定
改
革
第
１
弾
・
新
硬
筆
検
定

楷
・
行
一
本
化
、
評
価
の
観
点
を
明
示

　

書
文
協
で
は
多
く
の
人
が
、
課
題
テ
キ
ス
ト
を
基
に
、
書
塾
教
室
の

指
導
者
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
、
あ
る
い
は
遠
隔
地
な
ど
の
た
め

自
学
自
習
で
12
コ
ー
ス
の
検
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
検
定
受
検
の
累
計

成
績
に
よ
っ
て
、
段
級
や
指
導
者
ラ
イ
セ
ン
ス
が
付
与
さ
れ
ま
す
。

　

書
文
協
の
検
定
は
単
に
評
価
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
文
字
を
書
く
技

能
が
上
が
る
よ
う
ケ
ア
さ
れ
て
い
る
の
が
特
色
で
す
。
言
葉
の
力
が
養

れ
る
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
さ
ら
に
多
く
の
方
々
が
広
く

書
を
学
べ
る
よ
う
、
よ
り
整
理
さ
れ
、

始
め
や
す
い
検
定
に
す
る
た
め
の
検
定

改
革
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
そ
の
第
１

弾
と
し
て
こ
の
ほ
ど
、
楷
書
と
行
書
に

分
か
れ
て
い
た
硬
筆
の
検
定
に
加
え
、

一
本
化
し
た
新
・
「
硬
筆
検
定
」
（
15

巻
＋
幼
児
編
上
下
）
を
設
置
、
テ
キ
ス

ト
の
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。
ど
こ
を

学
べ
ば
き
れ
い
な
字
が
書
け
る
か
、

「
評
価
の
観
点
」
を
明
示
し
た
の
が
画

期
的
で
す
。

49
番
か
ら
行
書　

１
課
題
５
０
０
円
、
ポ
イ
ン
ト
添
削

　

各
巻
８
課
題
、
月
に
８
課
題
ま
で
受
験
で
き
ま
す
。
１
課
題
は

５
０
０
円
。
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
添
削
付
き
の
検
定
で
す
。
行
書
は
７
巻
49

番
課
題
か
ら
登
場
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

(

２
、
３
面
に
関
連
記
事)

席
書
き
振
興
に
、
個
人
席
書
き
を
承
認

　

本
番
勝
負
感
覚
で
フ
ァ
ン
の
多
い
席
書
き
の
機
会
を
も
っ
と
増
や
そ

う
と
、
書
文
協
で
は
一
人
で
行
っ
た
席
書
き
も
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い

れ
ば
作
品
と
し
て
認
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
席
書
き
ル
ー

ル
も
決
定
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

（
４
、
５
面
に
関
連
記
事
）
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検
定
の
概
要

段
・
級　

資
格
付
与

厳
正
な
審
査
、
公
共
的
運
営
が
責
務

　

検
定
を
受
検
し
な
が
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
文
字
を
書
く
こ
と
が

上
達
し
、
言
葉
が
豊
か
に
な
る
、
と
い
う
の
が
書
文
協
の
学
び
の
特

色
で
す
。
検
定
累
計
点
数
に
よ
っ
て
級
や
段
が
付
与
さ
れ
、
指
導
者

ラ
イ
セ
ン
ス
（
資
格
）
が
付
与
さ
れ
ま
す
（
下
表
参
照
）
。
で
す
か
ら
、

段
級
・
資
格
が
社
会
的
に
評
価
を
受
け
る
よ
う
厳
正
中
立
な
審
査
、

公
共
的
な
運
営
に
努
め
る
の
が
書
文
協
の
大
事
な
責
務
で
す
。

誰
で
も
字
が
上
手
に
な
る

　

検
定
は
（
下
表
）
の
仕
組
み
は
い
ず
れ
も
同
じ
で
、
各
コ
ー
ス
と

も
12
課
題
で
構
成
。
受
験
生
は
好
き
な
コ
ー
ス
を
選
ん
で
、
毎
月
課

題
を
練
習
し
、
検
定
を
受
検
し
て
い
き
ま
す
。
受
験
で
き
る
最
大
の

月
８
課
題
ペ
ー
ス
で
学
ん
で
も
Ⅰ
コ
ー
ス
を
ク
リ
ア
す
る
に
は
15

か
月
か
か
り
、
息
の
長
い
学
び
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
誰
で
も
必
ず

字
が
上
手
に
書
け
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
「
継
続
す
る
力
」
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

受
験
作
品
は
５
段
階
評
価
で
点
数
化
さ
れ
、
何
点
で
課
題
を
ク
リ

ア
し
た
か
が
記
録
さ
れ
ま
す
。
そ
の
累
計
点
に
応
じ
て
段
級
位
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

他
人
に
教
え
る
ラ
イ
セ
ン
ス
（
資
格
）
を
付
与

　

ラ
イ
セ
ン
ス
（
資
格
）
は
各
コ
ー
ス
と
も
新
級
指
導
者
か
ら
教
師

５
段
ま
で
10
段
階
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
（
ラ
イ
セ
ン
ス
表
参
照
ど

の
範
囲
ま
で
な
ら
人
に
字
を
教
え
る
こ
と
が
出
来
る
か
を
書
文
協
が

保
証
す
る
資
格
で
、
技
能
に
加
え
指
導
力
が
重
視
さ
れ
ま
す
。

【
検
定
コ
ー
ス
】

	

部
門
名	

検
定
名　
　

幼
児
部
門	

幼
児
え
ん
ぴ
つ

学
校
教
育	

硬
筆
楷
書　

硬
筆
行
書　

毛
筆
半
紙　

毛
筆
本

(

八
つ
切
り)

生
涯
学
習	

毛
筆
行
書
Ⅰ　

毛
筆
行
書
Ⅱ　

毛
筆
連
綿　

細
字
百

人
一
首　

細
字
行
書　

毛
筆
草
書
Ⅰ　

毛
筆
草
書
Ⅱ

古
典
か
な

　

（
段
・
級
）

各
レ
ベ
ル
と
も
正
と
準
が
あ
り
、
40
段
階
に
分
か
れ
ま
す
。
正
の
み

を
記
し
ま
す
①
10
級
②
９
級
③
８
級
④
７
級
⑤
６
級
⑥
５
級
⑦
４
級

⑧
３
級
⑨
２
級
⑩
１
級
⑪
初
段
⑫
２
段
⑬
３
段
⑭
４
段
⑮
５
段
⑯
６

段
⑰
７
段
⑱
８
段
⑲
９
段
⑳
10
段
（
初
段
、
３
段
、
５
段
は
検
定
累

計
点
以
外
に
実
地
テ
ス
ト
が
あ
り
ま
す
）

　

指
導
者
ラ
イ
セ
ン
ス
名
称
（
10
段
階
）

①
新
級
指
導
者
②
初
級
指
導
者
③
中
級
指
導
者
④
上
級
指
導
者
⑤
秀

級
指
導
者
⑥
教
師
初
段
⑦
教
師
二
段
⑧
教
師
三
段
⑨
教
師
四
段
⑩
教

師
五
段
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１
～
４
巻
発
売
中

4

4

4

4

4

4

4

　
　

幼
児
編
は
７
月
発
売

　

練
習
帳
は
本
シ
リ
ー
ズ
は
15
巻
構
成
で
１
２
０

課
題
。
小
学
１
年
か
ら
一
般
ま
で
標
準
対
応
と
し

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
１
巻
は
小
学
１
年
標
準
対
応

で
、
ル
ビ
な
し
で
使
う
漢
字
も
１
年
生
配
当
教
育

漢
字
に
限
っ
て
い
ま
す
。

　

各
館
と
も
８
課
題
で
、
各
課
題
は
４
ペ
ー
ジ
構

成
で
す
。
ま
ず
、
課
題
文
の
透
か
し
文
字
を
な
ぞ

り
書
き
し
、
次
に
中
心
線
の
入
っ
た
マ
ス
に
書
い

て
字
形
を
つ
か
み
、
最
後
は
白
い
マ
ス
に
一
気
に

書
く
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
３
部
構
成
で

第
１
部
は
基
礎
編
。
書
写
の
基
礎
知
識
の
ほ
か
、

姿
勢
、
え
ん
ぴ
つ
の
持
ち
方
、
筆
圧
な
ど
が
繰
り

返
し
出
て
き
ま
す
。
１
巻
目
で
は
線
の
練
習
も
あ

り
ま
す
。

　
ひ
ら
が
な
を
易
し
い
順
に
練
習

　

「
ひ
ら
か
な
の
ポ
イ
ン
ト
し
ど
う
」
は
６
ペ
ー

ジ
に
わ
た
り
、
透
か
し
書
き
や
十
字
マ
ス
の
練
習

が
で
き
ま
す
。
ひ
ら
が
な
46
文
字
を
画
数
な
ど
い

く
つ
か
の
要
素
を
分
析
し
、
難
易
度
順
に
並
べ
た

の
が
書
文
協
初
の
試
み
で
す
。

　

第
２
部
は
課
題
編
。
課

題
文
の
練
習
コ
ー
ナ
ー
の

上
に
「
評
価
の
観
点
」
を

示
し
た
の
が
画
期
的
で
す
。

文
字
を
正
し
く
、
整
っ
て

書
く
こ
と
を
目
指
す
書
写

で
は
特
に
評
価
の
観
点
が

大
事
で
す
。
止
め
、
は
ね
、

は
ら
い
な
ど
に
つ
い
て
ど

こ
が
評
価
さ
れ
る
の
か
、

書
か
れ
て
い
ま
す
。

課
題
は
厳
選
、
漢
字
も
覚
え
る　
　
　
　
　
　
　

　

第
２
部
は
課
題
編
。
課
題
は
古
今
東
西
の
詩
歌
、
小
説
か
ら
さ
わ
り

の
文
章
を
厳
選
、
学
習
指
導
要
領
に
従
い
、
言
葉
・
文
章
の
大
事
な
き

ま
り
を
覚
え
、
言
語
活
動
例
も
実
際
に
行
う
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
学
各
学
年
に
配
当
さ
れ
た
漢
字
も
、
書
文
協
文
字
（
大
平
恵
理
手
書

き
文
字
）
が
記
さ
れ
、
上
述
の
よ
う
に
練
習
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

現
行
検
定
か
ら
新
検
定
へ
編
入
試
験
実
施

　

現
硬
筆
検
定
受
験
中
で
新
検
定
乗
り
移
り
を
希
望
す
る
方
は
、
所
属

教
室
の
意
見
を
聴
取
、
編
入
レ
ベ
ル
を
決
め
ま
す
が
、
基
本
的
に
段
・
級
、

　

指
導
者
ラ
イ
セ
ン
ス
は
そ
の
ま
ま
移
行
さ
れ
ま
す
。

検定改革第１弾　新「硬筆検定」用

えんぴつ・ペン文字練習帳発売
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第
３
回
全
国
書
写
書
道
総
合
大
会

個別大会名 対象 部門【課題※】 点数 出品料 個人出品料 用紙
（縦長使用）

署名

①

全国学生

書写書道展

幼児～

大学生

席
書

規定 １点

幼児～

中学生
1,050 円

1,575 円

八ッ切

【幼児】

氏名。（名前だけ
でもよい）

【小学生～中学生】

学年・氏名。学
年は（例）小四、
中二としてくだ
さい。

【大学・一般】

作品に応じて署
名。雅印のみは
不可。

高校

大学
1,260 円 半切

公
募

規定 １点
幼児～

中学生
630 円

1,260 円
半紙～

半切
自由 ５点まで

高校

大学
882 円

②

全国硬筆

コンクール

幼児～

一般

規定 １点
幼児～

中学生
444 円

1,260 円
硬筆共通

清書用紙
自由 ５点まで

高校～

一般
756 円

③

ひらがな・

かきかた

コンクール

幼児～

小３

硬
筆

規定 １点

幼児～

小 3
450 円 1,050 円

硬筆共通

清書用紙自由 ５点まで

毛
筆

規定 １点 半紙

自由 ５点まで
半紙～

半切

6/15( 日 )　福岡県　福岡市南市民センター

	 福岡県福岡市南区塩原 2-8-2　TEL:092-561-2981

	 [1] 10:00 ～ 11:30	 [2]12:30 ～ 14:00	 [3]14:30 ～ 16:00

6/29( 日 )　栃木県　宇都宮中央生涯学習センター
	 栃木県宇都宮市中央 1-1-13　℡ 028-632-6331

	 [1] 10:30 ～ 12:00	 [2] 13:00 ～ 14:30　　[3] 15:00 ～ 16:30

	
7/6( 日 ) 愛知県　中村生涯学習センター
	 名古屋市中央区鳥居通 3-1-3　℡　052-471-8121

	 [1] 10:00 ～ 11:30	 [2] 12:30 ～ 14:00　　[3] 14:30 ～ 16:00	

7/12( 土 )・13 日（日）　大阪府　ココプラザ

	 ( 大阪市立青少年センター )
	 大阪府大阪市東淀川区東中島 1-13-13　℡ 06-6370-5421	

	 12 日　[1] 10:30 ～ 12:00　[2] 13:00 ～ 14:30　[3] 15:00 ～ 16:30　

	 [4] 17:00 ～ 18:30　[5] 19:30 ～ 21:00	

	 13 日　[1] 10:30 ～ 12:00　[2] 13:00 ～ 14:30　[3] 15:00 ～ 16:30

	
7/26( 土 )・27 日（日）　東京都　国立オリンピック記念青少年

	 総合センター
	 東京都渋谷区代々木神園町 3-1　℡ 03-3469-2525	 	

	 26 日　[1] 10:30 ～ 12:00　[2] 13:00 ～ 14:30　[3] 15:00 ～ 16:30　

	 [4] 17:00 ～ 18:30　[5] 19:30 ～ 21:00	

	 27 日　[1] 10:30 ～ 12:00　[2] 13:00 ～ 14:30　[3] 15:00 ～ 16:30	
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席
書
き
実
施
期
間

７
月
19
日
か
ら
８
月
31
日

　

席
書
は
書
写
書
道
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
中
で
も
大

変
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。
本
番
勝
負
の
持
つ
雰
囲

気
が
好
ま
れ
る
の
と
、
多
く
の
専
門
家
が
口
を
そ

ろ
え
る
よ
う
に
、
席
書
で
書
か
れ
た
作
品
の
ほ
う

が
そ
う
で
な
い
も
の
よ
り
優
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
か
ら
で
す
。
限
ら
れ
た
条
件
の
中
で
書
く
こ
と

の
緊
張
感
が
作
品
に
あ
ら
わ
れ
る
か
ら
な
の
で

し
ょ
う
か
。
こ
う
い
う
こ
と
か
ら
、
書
写
書
道
の

上
達
の
た
め
に
は
席
書
が
有
効
で
あ
る
と
書
文
協

は
考
え
て
い
ま
す
。

　

全
国
学
生
書
写
書
道
展
に
お
け
る
席
書
の
部
は

今
年
も
７
月
19
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
の
間
に
行

い
ま
す
が
、
書
文
協
の
席
書
ル
ー
ル
を
改
め
て
決

め
ま
し
た
。

　

こ
の
席
書
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
れ
ば
、
極
端

に
は
個
人
が
行
っ
た
席
書
で
も
席
書
作
品
と
認
め

ま
す
。
し
か
し
、
個
人
で
も
団
体
と
同
様
に
席
書

開
催
申
請
書
を
事
前
に
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
団
体
所
属
の
人
は
、
団
体
の
承
認
が
な
け

れ
ば
個
人
開
催
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
て
提
出
さ
れ
た
作
品
の
中
か
ら
中
央
審
査
委
員
会
が
審
査
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
平
成
27
年
度
か
ら
は
制
度
を
よ
り
改
良
す
る

こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

26
年
度
は
過
度
期
の
措
置
と
し
て
、
表
彰
式
の
席
書
披
露
会
に
は
中

央
審
査
委
員
会
賞
以
上
の
学
生
展
席
書
の
部
受
賞
者
は
全
員
、
席
書
披

露
参
加
を
原
則
と
し
て
必
須
と
し
ま
す
。
事
情
に
よ
り
欠
席
す
る
人
に

は
所
定
の
文
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

席
書
の
重
要
性
に
鑑
み
普
及
措
置
を
と
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
ぜ

ひ
と
も
ご
理
解
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第 3回総合大会　個人席書き承認

用紙・所要時間などルール守って

書
文
協
席
書
き
ル
ー
ル

（
１
）
席
書
時
間
（
書
を
書
い
て
い
る
時
間
）
は
25
分
と
す
る
。

そ
の
30
分
前
か
ら
練
習
を
し
な
い

（
２
）
書
文
協
の
印
の
押
さ
れ
た
八
つ
切
り
用
紙
２
枚
だ
け
を

使
う

（
３
）
25
分
の
席
書
時
間
に
は
、
作
品
を
書
い
て
、
自
分
が
良

い
と
判
断
、
提
出
す
る
作
品
に
出
品
票
を
貼
る
時
間
が

含
ま
れ
ま
す
。

（
４
）
作
品
は
手
本
を
見
な
い
で
書
き
ま
す

（
注
）
席
書
き
時
間
に
入
ら
な
い
も
の

選
ん
だ
作
品
を
手
に
持
っ
て
会
場
に
披
露
す
る
こ
と

と
、
道
具
箱
の
片
づ
け
は
席
書
時
間
内
に
入
り
ま
せ
ん
。



通
信
で
リ
カ
レ
ン
ト
教
育　

兵
庫
県　

和
泉　

一
子

　

私
が
初
め
て
字
を
書
く
こ
と
に
興
味
を

も
っ
た
の
は
、
小
学
二
年
生
の
時
で
し
た
。

毎
年
夏
と
冬
に
競
書
会
と
い
う
催
し
が
あ
り
、

夏
休
み
と
冬
休
み
に
は
必
ず
硬
筆
の
課
題
が

あ
り
ま
し
た
。

　

競
書
会
が
培
っ
た
字
を
書
く
努
力

　

私
が
一
枚
書
く
度
に
、
母
に
「
こ
こ
の
と
こ
ろ
は
お
手
本
と
ち
ょ
っ

と
違
う
よ
。
よ
く
見
て
も
う
一
枚
書
い
て
」
と
何
枚
も
何
枚
も
書
か
さ

れ
た
こ
と
を
憶
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し
て
や
っ
と
書
き
上
げ
た
一
枚
が
、

そ
の
年
の
会
で
「
中
央
展
特
選
」
と
い
う
賞
に
選
ば
れ
、
家
族
や
い
ろ
い

ろ
な
人
達
か
ら
「
す
ご
い
ね
！
」
と
ほ
め
ら
れ
、
私
も
と
て
も
嬉
し
く
て
、

そ
れ
以
来
字
を
書
く
こ
と
が
好
き
に
な
り
、
六
年
生
ま
で
の
毎
年
の
競

書
会
で
は
、
何
か
し
ら
の
賞
に
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
小
学

校
の
頃
の
経
験
が
、
こ
う
し
て
ま
た
書
道

と
向
き
合
っ
て
い
る
今
に
繋
が
っ
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。
母
に
は
本
当
に
感
謝

で
す
。

　

と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
私
は
音
楽
の
道
に

進
み
、
お
手
本
を
見
て
美
し
い
文
字
を
め

ざ
し
て
ひ
た
す
ら
コ
ツ
コ
ツ
書
く
と
い
う

作
業
は
、
楽
譜
を
見
な
が
ら
作
曲
者
の
意

図
す
る
音
を
表
現
で
き
る
よ
う
ひ
た
す
ら
練
習
す
る
作
業
に
と
っ
て
代

わ
り
ま
し
た
。
何
か
を
表
現
す
る
と
い
う
点
で
そ
れ
は
ま
た
と
て
も
充

実
し
た
時
間
で
し
た
。

　

添
削
指
導
で
美
し
い
字
に

　

そ
し
て
、
結
婚
し
て
家
事
や
育
児
に
追
わ
れ
る
う
ち
に
、
そ
の
音
楽
の

習
慣
も
い
つ
し
か
遠
の
き
、
何
か
物
足
り
な
さ
を
感
じ
て
い
た
頃
、
次

男
が
近
所
の
書
道
教
室
で
習
い
は
じ
め
、
そ
の
教
室
か
ら
硬
筆
コ
ン
ク
ー

ル
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ご
縁
で
、
大
平
先
生
の
書
か
れ
た
お
手

本
に
出
会
い
ま
し
た
。
そ
の
美
し
さ
に
感
動
し
、
自
分
も
ま
た
一
か
ら

学
び
た
い
と
の
思
い
で
通
信
教
育
を
は
じ
め
た
の
で
し
た
。
添
削
指
導

の
池
田
先
生
に
は
大
変
丁
寧
に
ご
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
お
陰
様
で
自

分
の
書
く
字
が
少
し
ず
つ
上
達
し
て
い
く
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

書
と
音
楽
と　

豊
か
な
人
生　

　

音
楽
と
書
道
、
こ
の
先
こ
の
二
つ
の
道
と
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら

関
わ
り
、
将
来
よ
り
多
く
の
人
達
と
こ
の
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る
よ
う

ま
す
ま
す
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
幸
せ
な
環
境
に
い
ら
れ
る
こ
と
に
、
家
族
に
、
心
か
ら

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

×　
　
　
　
　
　
　
　
　

×

　

和
泉
さ
ん
は
、
第
２
回
全
国
書
写
書
道
伝
統
文
化
大
会
の
全
国
年
賀

は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
文
部
科
学
大
臣
賞
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
通

信
で
生
涯
教
育
の
学
び
を
取
り
戻
し
て
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
（
回
帰
教
育
）

に
打
ち
込
ん
で
い
る
人
で
す
。

平成 26 年 6 月 13 日

－６－



【硬筆楷書検定】【硬筆行書検定】

【毛筆半紙検定】【毛筆連綿検定】【毛筆草書検定】

 今 月 の 検 定 か ら検 定 か ら検 定 か ら

平成 26 年 6 月 13 日

－７－



作
文
教
室
添
削
コ
ー
ス
７
月
開
始

　

文
字
に
親
し
む
書
写
書
道
を
学
ぶ
人
は
、
書
く
技
術
だ
け
で
な
く
言
葉

の
力
も
豊
富
に
、
と
い
う
の
が
書
文
協
の
方
針
で
す
。
こ
の
た
め
、
付

属
の
書
写
書
道
専
修
学
院
の
作
文
教
室
に
、
毎
月
１
本
の
作
文
（
生
活
文
、

感
想
文
、
小
論
文
な
ど
）
を
書
い
て
も
ら
い
、
添
削
（
て
ん
さ
く
）
し

て
戻
す
添
削
コ
ー
ス
を
設
け
ま
し
た
。
７
月
か
ら
始
め
ま
す
。

　

◇
受
講
者　

添
削
コ
ー
ス
は
、
遠
隔
地
や
書
写
書
道
コ
ー
ス
受
講
者
で
作
文
講

座(

毎
週
金
曜
日)

に
時
間
が
合
わ
な
い
方
の
た
め
に
設
け
る
も

の
で
、
専
修
学
院
生
と
し
て
受
け
付
け
ま
す
。
各
書
塾
団
体
生
は

書
塾
指
導
者
に
受
講
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

◇
講
師

講
師
は
元
毎
日
新
聞
編
集
員
、
谷
口
泰
三
・
書
文
協
専
務
理
事
で
す
。

受
講
生
が
多
数
に
上
る
場
合
は
、
国
語
教
師
や
記
者
ら
文
章
の
実

践
家
が
添
削
に
当
た
り
ま
す
。

　

◇
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

作
文
テ
ー
マ
は
個
別
で
、
毎
月
５
日
に
お
報
せ
（
発
送
）
い
た
し

ま
す
。
提
出
は
毎
月
20
日
必
着
で
す
．
添
削
指
導
を
受
け
た
作
文

は
翌
月
５
日
に
、
翌
月
の
テ
ー
マ
と
一
緒
に
お
渡
し
（
発
送
）
し

ま
す
。
原
稿
用
紙
は
専
修
学
院
原
稿
用
紙
（
20
×
20
）
を
お
送
り

し
ま
す
。

　

◇
月
謝
・
入
会
金

月
謝
一
般
１
５
０
０
円　

書
写
書
道
履
修
生
は
１
３
０
０
円　

入
会
金
（
５
０
０
０
円
）
は
、
26
年
度
中
は
無
料
と
し
ま
す
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
進
行
表

　

◇
作
文
内
容

生
活
文
（
日
記
、
手
紙
な
ど
）
→
用
途
別
（
感
想
文
、
招
待
文
、

志
望
理
由
書
、
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
な
ど
）
→
小
論
文

時
事
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
感
想
・
意
見
を
ま
と
め
ま
す
。

作
文
資
料
は
基
本
的
に
億
張
り
し
ま
す
が
、
学
校
図
書
館
な
ど
で
」

読
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

◇
長
さ

４
０
０
字
→
６
０
０
字
→
８
０
０
字
→
１
０
０
０
字
→
１
２
０
０

字

中
野
教
室
交
流
会
開
催

カ
ル
タ　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ュ
ウ
ム

　

書
文
協
附
属
の
書
写
書
道
専
修
学
院
中
野
本
部
教
室
の
交
流
会
が
６

月
１
日
の
日
曜
日
に
開
催
さ

れ
、
生
徒
23
人
、
先
生
３
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
４
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
百
人
一
首

な
ど
の
カ
ル
タ
大
会
で
は
全

員
が
金
メ
ダ
ル
。
第
２
部
は

近
く
の
中
野Z

E
R
O

ホ
ー
ル
で
、

プ
ラ
ネ
タ
リ
ュ
ウ
ム
を
見
る

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。


